
「地下水（自己水源）を保全・活用し、
開浄水場のポンプ交換を求める」署名のお願い

呼びかけ 開地区自治連合会長 海老 温信

開ヶ丘自治会長 堀江ひさ代

一里丘住宅地自治会長 金川 幸二

第二次水道問題対策委員長 木村 正孝

地下水は、災害時の水源として重要です

先日の台風災害にあった兵庫県作用町では、地下水が住民の生活を守りました。地

下水（市水道）は、隣接する住民にとっても、緊急時の飲料水として大きな役割を果

すものです。近年、市の要請により自主防災組織づくりが自治会・町内会で進められ

ていますが、「水源の確保」こそ最重要なものです。

国は、地下水の保全・活用をすすめています

国土交通省では、水資源としての地下水は利用がしやすい、経費が安い、水質が良

い、水温が一定などの特性をもち、地球水循環を構成する重要な要素として、地下水

の保全・利用にむけて取り組みを進めています。

開浄水場（地下水）ポンプ交換実現に、ご協力をお願いします

宇治市は、小規模の槙島・開・神明・奥広野の地下水浄水場（すべて市水道）を廃

止する計画を進めています。槙島は一昨年４月休止されました。

私達は、この３年間、宇治市の開浄水場廃止に反対し、裁判にも訴えています。こ

のため宇治市は、開浄水場の給水を継続しながら、ポンプが停止するのを待っている

ようです。私達は、ポンプ交換費用の寄付を申し入れていますが宇治市は拒否し続け

ています。（市は平成 18年度に、開浄水場のポンプを購入しながら、交換しませんで

した。）

宇治市の自己水源（地下水）を増やすために

京都府内の水道水は、約５０％が地下水を利用しています。府南部では、井手町は

100％、宇治田原町 96％で、城陽市や京田辺市では 80～70％、八幡市や久御山町で

は約 50％～45％の自己水源（井戸水）を確保しています。

宇治市には６浄水場（宇治、西小倉、開、槙島、奥広野、神明）があり、３５％確

保が基本方針になっています。市の「総合計画」や「水道事業中・長期整備計画」で

も緊急時の水源として地下水の重要性が位置づけられていますが、槙島浄水場が休止

され、更に開浄水場も休止されれば３０％を下回ることになります。

地下水の保全・活用を図り、開浄水場の存続、ポンプ交換を求める取り組みに、ご協

力いただきますようお願い致します。



「地下水（自己水）の保全・活用を図り、
開浄水場の揚水ポンプ交換を求める要望書」

宇治市長 久保田 勇 様

宇治市水道事業管理者 桑田 静児 様

宇治市議会議長 松峯 茂 様

◆ 地下水浄水場（自己水）を保全し、その積極的な活用を進めるとともに、

開浄水場の揚水ポンプ交換を行うことを求めます。

番地までお書き下さい。押印はいりません。

｛取り扱い団体等｝

○ 開地区自治連合会 ○ 開ヶ丘自治会

○ 一里丘住宅地自治会 ○ 第二次水道問題対策委員会

｛連絡及び署名集約先｝

○京都府宇治市開町 海 老 温 信 （電話 0774－ ４１－７５０３）

○宇治市広野町桐生谷 堀江ひさ代 （電話＆Fax ４３－７０９９）

○宇治市広野町桐生谷 金 川 幸 二 （電話＆Fax ４３-４８２９ 高橋）

○宇治市開町 木 村 正 孝 （電話＆Fax ４３－０１６６）
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